


　
     JELA歴史コラム　その4

 「人の知恵に優る神の知恵」

    　　　　　　　　JELA常務理事
　　　　　　　　　　　　長尾博吉

　　
　このＪＥＬＡニュースの歴史コラムをお
読み頂いた読者から、日本福音ルーテル
教会の宣教開始当時の事が偲ばれ幸い
でしたという感謝のお言葉を頂き恐縮し
ています。しかし、読者の中には、社団の
歴史の中にどうして、福音ルーテル教会
のことや九州学院という学校のことが出
てくるのか、その関わりに不思議なものを
感じておられる方もおありと存じます。そ
の点につきましては、お読み頂いている
間に追い追いお分り頂けると思います
が、社団の歴史と教会、学校、社会福祉
施設並びにその他ルーテルグループの
歴史とは、深く関連し、交錯する部分がクー・エイミーさん

●テーマ
　Helping Children in Need　餓えや
　病気に苦しむ子どもたちに愛と希望を！
●主催
　日本福音ルーテル社団（JELA）／日　
　本福音ルーテル教会・世界宣教委員会
●協賛団体（順不同。一部交渉中）　
　シュローダー証券投信投資顧問株式
　会社／野村證券株式会社／石橋葬
　儀社／株式会社ハリファックスアソシ
　エイツ／株式会社西村建築設計事務
　所／精文堂印刷株式会社／泰成印
　刷株式会社／株式会社ソニック・オク
　ムラ／有限会社リフォーム・イケ／本
　郷学生センター　
● 日程･会場
　　■5月16日（土）午後２時　
　　　日本福音ルーテル知多教会
　　■17日（日）午後２時　
　　　日本福音ルーテル小鹿教会
　　■22日（金）午後７時　
　　　日本福音ルーテル田園調布教会
　　■23日（土）午後３時　
　　　日本福音ルーテル稔台教会
　　■24日（日）１２時半　
　　　日本福音ルーテル大岡山教会

　　■29日（金）午後７時　　
　　　日本福音ルーテル本郷教会
　　■31日（日）午後2時　
　　　日本福音ルーテル健軍教会
　　■６月６日（土）午後2時半 
　　　日本福音ルーテル甲府教会
　*開場は上記の30分前。入場無料。
　ただし席上献金あり。
● 演奏者
　レベッカ・フラナリー氏
　（Ms.Rebecca Flannery）
　欧米で活躍するハープ奏者。エール大
　学音楽修士。カーネギーホール、リン　
　カーンセンター等で室内楽コンサートを
　開催。ゲオルグ・ショル　
　ティ、アーロン・コープラン
　ド、オットー＝ヴェルナー・
　ミュラー等が指揮するオー
　ケストラとの共演歴を有す
　る。本年4月からはルーテ
　ル学院大学客員講師とし
　て教壇に立っている。
● 演奏予定曲目
　スカルラッティ、スコットラ
　ンド民謡、アイルランド民
　謡、日本民謡、賛美歌　

その他
●献金の用途
　JELC連帯献金（世界の子どもたちのた
　めに）／JELAが支援するアジア、ブラジ
　ルの貧しい子どもたちや、日本国内の困
　難と直面している子どもたちのために用
　います。　
●問い合わせ総合窓口
　日本福音ルーテル社団（JELA）　　　
　150-0013　東京都渋谷区恵比寿1-
　20-26
　電話：03-3447-1521
　ファックス：03-3447-1523
　E-mail：jela@jela.or.jp
  

第６回「世界の子ども支援チャリティコンサート」開催要領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  JELAは日本福音ルーテル教会と共同
でアメリカ、インド、カンボジアへ短期ボ
ランティアを毎年派遣しています。アメ
リカのグループ・ワークキャンプへは
2001年から青少年の派遣を開始し、こ
れまでに百名近い参加者が与えられま
した。毎年、洗礼や堅信礼を受ける者が
与えられる祝福されたキャンプですが、
JELAも教会も、個人の信仰成長にとど
まらず、参加者が連帯して日本で新たな
奉仕活動に携わったり、教会を活性化
する働きを始めることを期待していま
す。その第一歩として今年初頭に、過去
の参加者自身がイニシアチブをとる形
で、これまでの参加者全てを対象とした
同窓会が開かれました。以下は、その企
画者からの実施レポートです。

第一回グループ・ワークキャンプ
同窓会を企画して
   　　　森田哲史（田園調布教会）

　年が明けて間もない1月5日、6日にグ
ループ・ワークキャンプの同窓会が行わ
れました。グループ・ワークキャンプとは
JELAとJELCの共同プログラムとして、ア
メリカで開催されている奉仕キャンプに
青少年を派遣しているプログラムです。
日本からの派遣は2001年に始まり、こ
れまでに計8回、100人以上の青少年が
参加してきました。私は2003年のキャン
プに参加しました。今回は「大同窓会」と
称し、過去の参加者全員に参加を呼び
かけ、30人弱の参加がありました。
　私たちが今回このような企画を発案

するにあたっては次のような経緯がありま
した。私が参加した6年前のグループ・
ワークキャンプでは大きく心が揺さぶられ
るような貴重な経験をしました。キャンプ
での経験は私の信仰生活において重要
な土台となっていますが、最近は当時の
熱い気持ちを思い出すことが少なくなっ
ていました。そこで、当時のあの思いを忘
れないために、メンバーとの再会によっ
て、これからの信仰生活で立ち返る場所
をもう一度固めたいと、同窓会の開催を
決意しました。
　当日は、初めて顔合わせをする人もい
たので、アイスブレイク（＝親しくなるため
の簡単なゲームなど）で緊張をほぐし、み
んなで夕食を作りました。「アメリカを感じ
る」をテーマにハンバーガーとフライドポ
テトを作り、みんなで美味しく頂きました。
その後は英語の賛美歌を歌ったり、それ
ぞれの年度の参加者の自己紹介やエピ
ソードを披露し、当時の思い出に浸り、他
の年度の話を聞いて交遊を深めました。
また参加者の中の２人に証しをしてもら
い、当時の情熱に立ち返ることが出来まし
た。夜は寝袋を持参し、修学旅行のような
気分で語り合い、夜を明かしました。
　今回、初めてこのような企画をして、最
初は顔見知りが10人集まれば良い方か
なと考えていました。しかし、蓋をあけてみ
れば20人以上と、同窓会と呼べるだけの
人数となり、胸をなでおろしています。今
回良かった点としては、地方からの参加
者の交通費を全員で負担できたことや、
自主開催だったので、自由な枠組みで企
画できたことが挙げられます。課題として
は、現在教会から離れてしまっている人

今夏のグループ･ワークキャンプ速報
 1月に募集を締め切った今年度のグルー
プ･ワークキャンプには、8名の参加希望
者が与えられました。うち6名は日本福音
ルーテル教会会員（福岡西、広島、熊本、
大岡山、札幌、むさしの）、1名は玉名カト
リック教会会員、もう1名は九州ルーテル
学院の高校生です。8名の内訳は女性7
名・男性１名と、例年どおり圧倒的に女性
が多いです。グループ･ワークキャンプ同
窓会の皆様の初仕事としては、男性参加
者さがしに知恵をしぼっていただきたいと
ころです。
　ホームステイとキャンプを含めた日程は
7月23日から8月6日までです。今回のキャ
ンプ地はノースカロライナ州にあるため、
ホームステイは、JELCと姉妹関係にある
ELCAサウスカロライナ・シノッドにお世話
になります。また、米国に留学中でサウスカ
ロライナのセント･アンドリュー教会で研
修している佐藤和宏牧師にも、キャンプの
スタッフとして現地で合流していただく予
定です。
　キャンプのテーマはReveal（啓示する）
で、ルカによる福音書4章14節̶21節が
聖書箇所です。イエスが安息日に故郷ナ
ザレの会堂に入って、イザヤ書に示された
主の恵みの業とそれを行う主体が自分で
あることを示し、彼を見つめる会衆に向
かって、「この聖書の言葉は、今日、あなた
がたが耳にしたとき、実現した」（21節）と
高らかに宣言される場面です。
　参加者とスタッフすべてがこのようなエ
キサイティングな体験ができる、祝福に満
ちたキャンプになるよう、今から祈りに覚え
ていただけると幸いです。

久しぶりに会ったのに、この盛り上がりぶり。同窓会ならではの光景。（田園調布教会にて）

への呼びかけ、交通費負担のあり方、多く
の人が参加しやすい日程の設定などが挙
げられると思います。
　今後は、このような会が何年かに一度
開催されれば良いなと思います。2010年
で日本からの派遣が十周年となるので、
そのあたりを目安に、活きのいい学生に
企画して欲しいです。また、新たな参加者
への情報提供や体験談をフランクに話せ
る場が持てたらいいなと思います。自分の
参加した年で完結するのではなく、共通
の体験をした仲間として関わりを持ち、多
くの人がグループ・ワークキャンプに関わ
り続けることが出来るようになって欲しい
と思います。（この同窓会は、筆者と京都教会
の山下七瀬さんが一緒に企画しました。）

多くあるのです。戦後特別法ができ教会
や学校、福祉施設が法人となる前は、米
国宣教師会を中心とする本社団法人が、
それら諸施設の包括団体であったわけで
す。社団法人は、いわばそれらの教会、学
校、諸施設の母体、前身であったわけで
す。それでその歴史において重なる部分が
あるわけです。
  前回のコラムで少し触れましたように、
米国教会の宣教活動は、徐々に佐賀から
久留米、熊本、福岡、東京へと伸展するに
したがって、宣教師達の住まう住宅、福音
宣教の拠点とすべき教会、学校、社会福
祉施設等の宣教資産の管理をどのように
するかが、喫緊の課題であったわけです。
そこで勘案されたのが、民法に基づく法
人となり、それら宣教資産の管理保全に
努めるに至ったわけです。これが当社団
法人創設の遠因であったわけなのです。
　当時、我が国においては、明治維新によ
る宗教的混乱が治まりつつある段階でし
た。明治元年の神仏分離令に基づく「廃
仏棄釈」運動は苛烈を極め、福井・石川

地方では今日においても、曾ての仏寺伽
藍を毀損したその爪痕は語り伝えられて
います。明治政府はその混乱を一日も早
く解消するために、仏教及びその他の宗
教に法人格を与えるよう宗教法人法の設
定を急いだのですが、その企ては思わしく
伸展しなかったのです。しかし、我が国は
開国したばかりであり、日々流入する外国
の宗教をどう扱うかは、差し迫った課題
であったのです。そこで、政府は、外国の
宗教を便宜的に民法法人として認めるに
至ったのです。
  その結果として、「在日本アメリカ合衆国
南部福音ルーテル教会ユナイテッド・シ
ノッド宣教師社団」という長い名前の民
法法人の創設を見たわけです。これが現
ＪＥＬＡの前身なのです。何が何でも我が
国に福音を宣教するという宣教師達の熱
意が公益法人としての宣教団体を産み出
したのです。正に、名を捨てて、実を取っ
たのです。これこそが神の知恵でなくして、
何というのでしょうか。
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ころです。
　ホームステイとキャンプを含めた日程は
7月23日から8月6日までです。今回のキャ
ンプ地はノースカロライナ州にあるため、
ホームステイは、JELCと姉妹関係にある
ELCAサウスカロライナ・シノッドにお世話
になります。また、米国に留学中でサウスカ
ロライナのセント･アンドリュー教会で研
修している佐藤和宏牧師にも、キャンプの
スタッフとして現地で合流していただく予
定です。
　キャンプのテーマはReveal（啓示する）
で、ルカによる福音書4章14節̶21節が
聖書箇所です。イエスが安息日に故郷ナ
ザレの会堂に入って、イザヤ書に示された
主の恵みの業とそれを行う主体が自分で
あることを示し、彼を見つめる会衆に向
かって、「この聖書の言葉は、今日、あなた
がたが耳にしたとき、実現した」（21節）と
高らかに宣言される場面です。
　参加者とスタッフすべてがこのようなエ
キサイティングな体験ができる、祝福に満
ちたキャンプになるよう、今から祈りに覚え
ていただけると幸いです。

久しぶりに会ったのに、この盛り上がりぶり。同窓会ならではの光景。（田園調布教会にて）

への呼びかけ、交通費負担のあり方、多く
の人が参加しやすい日程の設定などが挙
げられると思います。
　今後は、このような会が何年かに一度
開催されれば良いなと思います。2010年
で日本からの派遣が十周年となるので、
そのあたりを目安に、活きのいい学生に
企画して欲しいです。また、新たな参加者
への情報提供や体験談をフランクに話せ
る場が持てたらいいなと思います。自分の
参加した年で完結するのではなく、共通
の体験をした仲間として関わりを持ち、多
くの人がグループ・ワークキャンプに関わ
り続けることが出来るようになって欲しい
と思います。（この同窓会は、筆者と京都教会
の山下七瀬さんが一緒に企画しました。）

多くあるのです。戦後特別法ができ教会
や学校、福祉施設が法人となる前は、米
国宣教師会を中心とする本社団法人が、
それら諸施設の包括団体であったわけで
す。社団法人は、いわばそれらの教会、学
校、諸施設の母体、前身であったわけで
す。それでその歴史において重なる部分が
あるわけです。
  前回のコラムで少し触れましたように、
米国教会の宣教活動は、徐々に佐賀から
久留米、熊本、福岡、東京へと伸展するに
したがって、宣教師達の住まう住宅、福音
宣教の拠点とすべき教会、学校、社会福
祉施設等の宣教資産の管理をどのように
するかが、喫緊の課題であったわけです。
そこで勘案されたのが、民法に基づく法
人となり、それら宣教資産の管理保全に
努めるに至ったわけです。これが当社団
法人創設の遠因であったわけなのです。
　当時、我が国においては、明治維新によ
る宗教的混乱が治まりつつある段階でし
た。明治元年の神仏分離令に基づく「廃
仏棄釈」運動は苛烈を極め、福井・石川

地方では今日においても、曾ての仏寺伽
藍を毀損したその爪痕は語り伝えられて
います。明治政府はその混乱を一日も早
く解消するために、仏教及びその他の宗
教に法人格を与えるよう宗教法人法の設
定を急いだのですが、その企ては思わしく
伸展しなかったのです。しかし、我が国は
開国したばかりであり、日々流入する外国
の宗教をどう扱うかは、差し迫った課題
であったのです。そこで、政府は、外国の
宗教を便宜的に民法法人として認めるに
至ったのです。
  その結果として、「在日本アメリカ合衆国
南部福音ルーテル教会ユナイテッド・シ
ノッド宣教師社団」という長い名前の民
法法人の創設を見たわけです。これが現
ＪＥＬＡの前身なのです。何が何でも我が
国に福音を宣教するという宣教師達の熱
意が公益法人としての宣教団体を産み出
したのです。正に、名を捨てて、実を取っ
たのです。これこそが神の知恵でなくして、
何というのでしょうか。

第６回「世界の子ども支援チャリティコンサート」開催要領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　












